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愛敬重之   

 

議会報告会実施結果報告書 

 

開 催 日 時 20２３年６月２日（金）  18時３０分 ～ 20時００分 

開 催 場 所 大山田まちづくり拠点施設 

出 席 議 員 

班 長 愛敬重之 

司 会 森下幸泰 記録者 近藤奈歩、太田国男 

成田久美子 伊藤恵一  

   

参 加 人 数 ２６人 

議会報告の概要 

・開会挨拶 

・各議員紹介 

・議会報告会（議会だよりに沿って説明） 

 

①20２２年第４回市議会定例会の報告 

②20２３年第１回市議会定例会・予算の報告（主に議会だより４面部

分） 

③報告事項についての質問 

④意見交換 

主な意見・要望 

意見交換については別紙参照 

 

備    考 

 

 



議会報告会記録 

 

【第４班】                                                                                       （ 1 ／ ３ ） 

開 催 日 時 20２３年６月２日（金曜日）   18時３０分 ～ 20時００分 

開 催 場 所  大山田まちづくり拠点施設 大研修室 

参 加 人 数 ２６人 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

●小・中学校再編事業について  

①市民アンケート結果の中身 ① 市民：配布数 3,000通 有効回答数 1,190通 回収率３９．７％ 

 小学５年生とその保護者：1,302通 有効回答数 1,168通 

                           回収率８９．７％ 

 中学２年生とその保護者：1,208通 有効回答数 1,107通 

                           回収率９１．６％ 

   教職員：８０６通 有効回答数７６３通 回収率９４．７％ 

   回収状況をみても非常に関心が高いと思われる。 

②モデル校というが成功するのか ② 桑名市学校教育あり方検討委員会の答申でもあったように多度 

 統廃合への話し合いをもっとするべきではないか？ をモデル校としてフィードバックして再編していく。 

 小中一貫教育を導入することは、小中学校が目指す子ども像を共有 

 し、その達成に向け９年間を通じた教育課程の編成を行うことにな 

 る。このことは、小中学校の教員の教育観や子ども観の共有を図る 

  ことにつながり、１５歳までの子どもたちの成長にお互いが責任を 

  持つことになり、義務教育９年間で子どものより良い成長を図る。 

③通学時間・バス・距離・バス財源は？ ③ 教育福祉常任委員会でも調査研究していく。 

④小中学校は再編ありきで進んでいるのか ④ 基本的には再編していく 

⑤廃校後の跡地活用は ⑤ 地域住民の意見も伺いながら考えていく。 

  



（ 2 ／ ３ ） 

議会報告に対す

る質疑応答 

●現在の学校環境対策は？  

 ①学校が古い、汚い、築４０年～６０年 ① 令和７年まで計画をまず立てて順次整備されている。 

計画に基づいて９つのグループに分けて進めていく一方で子ど  令和５年度予算 

  もたちの通っている学校の現状は  トイレ改修費：城南小学校（施工・監理）・精義小学校（設計） 

  屋上防水工事：大山田西小 

  防火設備改修工事：大山田北小・西小・東小・藤が丘小 

  放送設備更新工事：久米小 

  防火設備の改修：明正中、光風中、陽和中、正和中、長島中（設計） 

  バリアフリー：光陵中（設備改修工事 設計業務委託） 

  放送設備の更新：光陵中 

  ６月の補正予算では、長島中部小学校の空調設備の故障および 

  多度北小学校の特別支援学校の増加による空調設備移設、修徳 

  小学校３階廊下天井改修、大成小学校北館および深谷小学校 

  給食室屋上防水のための修繕費。1,858万円 

  伊曽島小学校の特別支援学級が増加することに伴い、空調設備 

  の新規設置工事をおこなう。３６３．６万円 

 ②PTA会費を学校の設備に使用しているのか ② 後日確認する 

  寄付という認識がない 確認後⇒主に図書をいただいている 

●不登校の児童・生徒の対応について  

 ①教育・不登校生について現状は ① 桑名市教育支援センター（ふれあい教室）では、心理的・情緒的 

  な理由で長期に学校へ行けない不登校の子どもを対象に、本人・ 

  保護者・学校と相談した上で子どもたちの通級を受け入れており 

  ます。現在は、タブレット使用でも対応している。 

  フリースクールや子どもの居場所作りなどを市内のいろいろなと 

  ころで考えている。 

  

  

 



（ ３／ ３ ） 

議会報告に対す

る質疑応答 

●新しくなった施設予約システムについて  

 ①すべてスマートフォンでの操作で、２日前では会場が空いていて ① システムがオンラインになって便利になった、使いにくくなった 

も予約ができない  両方の意見がある。 

  施設に出向いて、空いていても２日前以降は利用できないと思わ 

  なかったので後日確認します。 

  確認後⇒議会でも質問があり現在、ルール統一化にむけ少しでも 

 意向に沿えるように協議をしていく 

②Wi-Fiが使える施設が少ない ② 後日確認する 

 確認後⇒確かに使える施設もあるが、使えない施設もあります。 

 施設確認後、関係部署とも協議していく 

  

  

  

 議会報告についての質疑応答については以上 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   



（ １／ 2 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者からの 

意見・要望等 

●多度地区工業団地の県道整備について 

 工業団地が売れないのは道路整備ができていないからではないか 

⇒四日市多度線に関しては一部大型車が交差できない部分があるが、ようやく用地買収が進んでいると伺っている。 

 御衣野下野代線については、用地買収や設計と進んでいる。 

●伊勢大橋はいつになったら完成するのか 

⇒入札の関係で完成時期は分からないようだが、国の予算は予定通りついていると伺っている。 

橋脚はこの６月で完成し、令和５年度からは上部工に入るとされている。（上部工は工場で製造する関係で、市民には見える化をする） 

市長は要望活動を国土交通省へ年２回行っている。 

直近では、令和 5年５月３１日に国土交通大臣のところに訪問している。 

●坂井多度線騒音・振動問題について 

 ・地震が起きたかと思うような振動で、うるさくて睡眠もできない。 

 ・企業に自己談判するが聞き入れられない 

 ・市として企業誘致したのだから今すぐできることをしてほしい 

⇒坂井多度線の騒音・振動問題についてはまず陽だまりの丘片側２車線を通過するように、御衣野工業団地連絡協議会に要望をしており 

再度、県・市・公安・トラック協会・御衣野工業団地連絡協議会に地元としても要望書を提出していただくようお願いしたい。 

  大山田スマートインターチェンジ・都市計画道路桑名北部東員線に関しては５月３１日に国土交通省に要望活動実施している 

 

●桑名駅東口周辺について 

・駅東トイレについて、週３回の清掃なのでキレイではない。トイレだけでも早急に変えてほしい。 

・荷物を置くところもない 

・観光を重要視するのであれば配慮してほしい 

・ロッカーや観光案内所もなくなっており、観光客はチェックしている 

⇒桑名駅東口周辺については、議会としても議員としても皆さんと同じ気持ち。民間と民間との協議であり、地権者との同意が取れ 

 れば、事業はすぐにでも進むと思う。 

●六華苑東駐車場について 

・１７時以降は駐車できない 

⇒土地は国交省であるが、営業は桑名市。あくまでも、六華苑第２駐車場の位置づけ。六華苑営業時間に合わせているのが実態。 

 



（ 2 ／ 2 ） 

参加者からの 

意見・要望等 

●給食の食材をオーガニックにしてほしい 

⇒オーガニックではないが、月に一回地産地消の給食がある。 

 ６月にも物価高騰部分で補正予算があがっている。 

●その他 

 こども園、多度祭りなどこのところ全国で有名になってしまった。 

 山林公園を作って獣害との住み分けをしていただき、市民の健康寿命を延ばせるような持続可能な豊かなまちづくりをしてほしい。 

 

●桑名市の問題点について 

 ・消防本部移転に伴い、大山田コミュニティプラザは建設から日が浅いにも関わらず、取り壊される模様。残したままにできないのか。 

 ・星見ヶ丘防災拠点施設は、防草シートがはがれて、山肌があらわになっている箇所が。危険性の認識は。 

 ・大山田スマートインターチェンジは建設費が高額な上、周辺の道路開発による自然破壊で、市内に獣害がでる可能性が。 

 ・総合運動公園への市民プール移設は、市街地から遠く市民の利用しないプールになる。 

 ・議場での議員個人の発言について、問題になっていると聞いた。事実関係を含めて、確実に究明していただきたい。 

→参加者より答弁不要との申し出。議員に聞き置いてほしいとのこと。 

 

●議員の発言について 

 一部の議員が議場にて根拠の不確かな発言をした上、怪文書をまき、個人の信用を失墜させる行為を行っている。このような行為が 

 許されていいのか。 

→議員個人に関わる発言のため、答弁なし。 

 

 

 

 

 

以上 

 

 


